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――東京23区内最大の人
口の街のかじ取りを担うが。
88万区民、職員5000人と

いう大都市の運営をまかされ
た。まずは庁内の風通しを良く
したい。区議会各会派の議員と
意見交換したが、災害対策など
は誰もがやらなければいけない
と考えている。党派を超えて取
り組みやすいものから順に進め
たい。その際に大事なのは一部
の人が情報を独占するのではな
く、共有を心がけることだ。

――脱原子力発電を訴えて
いるがどう取り組むのか。
東日本大地震の「３・11」

以降、日本は変わったという視
点で災害対策を総点検してい
る。災害想定では広く「想定外」
のことも考える必要がある。そ
の一つが原子力災害で、世田谷
区が被害を受けることはあり

ほか、区の施設や住宅に電力削
減状況が数字でわかるスマート
メーター導入をすすめたい。

――外環道凍結など大型再
開発の見直しはどう進める。
大型開発事業については選挙
戦でまず情報公開をするべきだ
と主張してきた。外環道につい
ては総工費の積算根拠、財政状
況との勘案、住民説明などの課
題もある。これまでの経過は前
区長から引き継いでおり、区民
参加で検証ができるか検討作業
を始めた段階だ。

――都区制度改革など地方
分権への見解は。
88万人の住民を抱える世田
谷区が自治権を拡充しなければ
ならないのは当然の流れだ。都
からの事業移管を進めると同時
に区内分権も考えたい。現在、
５支所があるが今後、これを増
やしつつ、独自判断で行政を進
められるようにしたい。災害に
遭ったときに中央にお伺いをた
てるようでは対応できない。
 （主任研究員　川井　幸司郎）

得ないとされてきたが、東京電
力・福島第１原子力発電所事故
では放射性物質飛散の問題も出
てきた。
このため現在、見直しを進め
ている地域防災計画に原子力災
害もあり得るとの考え方を反映
させたい。放射線測定のための
モニタリングポストも設置でき
るよう工夫したい。
中部電力の浜岡原発が稼働を
停止した。原発全部の点検が必
要と思うが、最初の一歩として
よしとしたい。自然再生エネル
ギー社会への転換をどう図るか
が課題だ。福島県南相馬市長に
会った際、市長は街を原発克服
の拠点にしたいと話しておられ
た。除染技術も含め新たなエネ
ルギー拠点づくりを目指す点で
世田谷区の考えと共通してお
り、連携してやっていきたい。
区としては蓄電など新技術開
発の支援やシンポジウムの開
催、区内で各種実験ができるよ
うにする仕組みも考えたい。節
電対策としてはクールビズを５
月16日から前倒しで開始し、
期間も10月末まで１カ月延ば
した。輪番制による定時退庁の
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災害「想定外」も想定、
情報公開進める

東京都世田谷区長　保坂　展人氏

東京都世田谷区　東京23区の西
南端に位置する住宅・商業都

市。人口は2010年国勢調査で

87万8056人（速報値）と23区

トップ。高級住宅街の成城学園

のほか三軒茶屋、下北沢など商

店街が全国に知られる。




